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＜連絡事項＞
貯水槽清掃作業のお知らせ
10/8（水）
　南病棟井水受水槽　断水時間8：00～11：00　
　→断水箇所：南Bホールトイレ・西B男子トイレ・東B女子トイレ・レストラントイレ

　西病棟市水受水槽　断水時間9：30～15：30
　→断水箇所：西B全部、東B風呂、東ABC全部、本部流し


＜入室状況＞
【入院】
・佐藤　良子様～東病棟Cユニット6号室に医療保護入院となる。

【転入】
・東野　愛様～東病棟Bユニット1号室へ転入となる。

【ユニット移動】
・三浦　華菜様～東病棟Aユニット16号室からBユニット1号室へ移動となる。

＜患者様連絡事項＞
・藪　真弓様～精神保健指定医診察の結果、本日で身体拘束解除となり主治医許可にて膀胱留置カ
テーテル抜去となる。

・上野　淳子様～昨日16時最終自尿。主治医へ状態報告し、本日よりYDソリターT3　500ml1本追補し経過観察するよう主治医指示あり。

・菅井　浩子様～主治医より南病棟転出許可あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中は他室侵入
繰り返し迷惑行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。自室で過ごしている。対面時は不穏興奮無く被害妄想的訴え聞かれず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。スタッフの名前を何度も呼ぶことはあるが、長続きはしない。
不穏興奮や危険行動なし。拘束部位の異常なし。引き続き、症状観察と早期に
処遇制限解除出来るよう努めていく。

・下浅　光敬様～終日隔離中。午後2時間の開放観察指示あり。開放中不穏興奮なく他者トラブルなく静穏に過ごし、再隔離に応じることが出来ている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜馬渡Dr診察＞
・寺井 恵利子様～クロザリル(25)2T→クロザリル(25)4Tへ増量

・三浦 華菜様～本人はGHは八戸で希望すると。
Drより、母親の訴えに振り回されずスタッフは毅然と対応、支援を進めていくようにと。

・寺地 啓喜様～点滴継続。

・中村 雅子様～エスシタロプラム→デュロキセチンへ変更。
　　　　　　　　唸り声はだいぶ軽減されており、今の状態で入所可能な施設を探していってもokと。

・梅田 とよ子様～10/11退院許可あり。

・月舘 秋彦様～（他科受診薬等の都合から）適宜外泊の予定前倒し（調整）は対応okと。

他指示や処方の変更等なし。

＜田名部Dr診察＞
・下浅　光敬様～明日より10時～16時で開放観察指示あり。入院期間は一か月程度となることを
主治医へ確認する。

・袴田　将志様～診察時本人よりイライラ時頓服希望あり。ロフラゼプ酸エチル錠処方となる。

・安達　貴浩様～本人希望あり痔に対しヘモポリゾン軟膏処方となる。
 
他指示や処方変更等なし。
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＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年10月2日　　11：02
  氏　　名：佐藤　良子（さとう　よしこ）様
　生年月日：昭和115年1月19日（82）
　病　　名：血管性認知症（ビンスワンガー病）
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット
　＜経過＞
　八戸市内にて独居。統合失調症にて定期的な外来通院を行っている。2017年11
　月30日～2018年1月4日まで入院歴（任意）あり。衣服の汚れや臭いがあり、介
　護保険申請（要介護1）し、ヘルパーの利用を行っている。服薬は出来ていたよ
　うだが、服薬方法を変更した所、服用の仕方が分からなくなり多めに服用した
　りし、精神症状の悪化も認められるようになった。8月28日以降より、隣人から
　物を盗られるとか、天皇陛下から何千万盗られるなど妄想言動が出現。薬の服用
　方法が症状悪化のきっかけになっており、現在は服用方法を元に戻している。
　本人から入院治療希望あり、当院へ相談あり。親族(姉)は近くにいるようだが
　、本人の支援を拒否しており、キーパーソンはケアマネ（いなほの馬場様）。
  経済状況は障害基礎年金2級。サービス利用状況は、訪問看護（あいらく）と
  ヘルパーでデイサービスの利用を勧めたが本人拒否。退院後の八戸赤十字病院
　の受け入れについて確認をしたところ、一人暮らしは困難なため施設入所など
　の調整も含めて当院で環境調整目的の入院依頼あり。
　上記経過により東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院となる。
